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第７号

第
64
回
地
区
年
次
大
会

（
あ
あ
！
楽
し
か
っ
た
。）

　

皆
さ
ん
年
次
大
会
ご
協

力
、
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
準
備
は
大
変

で
し
た
が
終
わ
っ
て
み
れ
ば

す
べ
て
が
楽
し
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
２
０
１
７
年
2
月
頃

か
ら
小
林
寛
ガ
バ
ナ
ー
の
希

望
で
、
自
衛
隊
の
第
三
音
楽

隊
を
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お

呼
び
し
て
、
一
般
の
市
民
も

巻
き
込
ん
で
年
次
大
会
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
自
衛
隊

の
お
返
事
を
お
待
ち
し
て
い

ま
し
た
が
、
事
件
は
今
年
２

月
に
お
こ
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
入
隊
式
と
重
な
り

ご
協
力
で
き
な
い
と
返
事
を

も
ら
っ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
す
べ
て
を
練
り

直
し
時
間
が
な
い
中
、
台
本

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。

　

台
本
は
小
林
寛
ガ
バ
ナ
ー

の
考
え
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ

が
毎
回
の
会
議
で
出
て
き

て
、
何
回
も
書
き
直
し
ま
し

た
。

　

そ
の
度
に
ス
タ
ッ
フ
が
動

き
、
意
見
を
調
整
し
、
だ
ん

だ
ん
良
い
台
本
に
な
っ
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
変
更
に
は

本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
例
年
と
違
っ
た
新

し
い
試
み
と
し
て
、
映
像
を

駆
使
し
た
こ
と
。

　

山
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

生
演
奏
に
よ
る
国
家
と
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
斉
唱
を

し
た
こ
と
。

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
皆
様
に
よ
る
手
作
り
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
紹
介

と
各
地
の
物
産
販
売
を
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
。
物
産
販
売

は
売
れ
る
か
ど
う
か
た
い
へ

ん
心
配
で
し
た
が
、
ほ
ぼ
完

売
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
式
典
で
は
例
年
よ
り

多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
舞
台
に

上
が
っ
て
き
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

式
典
の
内
容
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
予
定
の
17
時
ま
で
に

終
わ
る
か
が
心
配
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
協
力
で
20
分

は
や
く
閉
会
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
・
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
ー

チ
ラ
ン
、
山
陽
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
太
子

高
校
の
ダ
ン
ス
、
御
着
の
獅

子
舞
と
す
べ
て
が
う
ま
く
い

き
好
評
で
し
た
。

　

大
変
な
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
各
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
は
じ
め
各
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
に
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
ー
Ｄ
地
区

第
６
４
回
地
区
年
次
大
会

	

平
成
30
年
4
月
8
日
（
日
）

	

姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

第
64
回
地
区
年
次
大
会
　

大
会
委
員
長
　
東
郷
　
進

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
２
０
１
８
愛
知
大
会
支
援

ト
ー
チ
ラ
ン
in
兵
庫 

姫
路

プ
ロ
グ
ラ
ム
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代
議
員
総
会
で
地
区
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
次
期
第
一

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
次
期
第

二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

代
議
員
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た

年
次
大
会
の
始
ま
り
で
す

ガ
バ
ナ
ー
ご
夫
妻
の
登
場

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

ト
ー
チ
ラ
ン
が
到
着
し
ま
し
た

ガ
バ
ナ
ー
年
次
報
告
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
発
表

盲
導
犬
も
参
加
し
ま
し
た

元
国
際
理
事
L
西
川
義
規
祝
辞

司
会 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事 

L
廣
田
晃
一
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

原
田
昌
子
で
し
た

姫
路
市
長　

石
見
利
勝
様
祝
辞

兵
庫
県
知
事
井
戸
敏
三
様
祝
辞
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地
区
内
各
ク
ラ
ブ
の
入
場
！

姫
路
Ｌ
Ｃ

姫
路
白
嶺
Ｌ
Ｃ

姫
路
大
手
前
Ｌ
Ｃ

姫
路
さ
く
ら
Ｌ
Ｃ

姫
路
鷺
城
Ｌ
Ｃ

姫
路
ゴ
ー
ル
ド
Ｌ
Ｃ

姫
路
中
央
Ｌ
Ｃ

姫
路
南
Ｌ
Ｃ

福
崎
Ｌ
Ｃ

福
崎
サ
ル
ビ
ア
Ｌ
Ｃ

姫
路
西
Ｌ
Ｃ

姫
路
白
鷺
Ｌ
Ｃ

姫
路
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ

高
砂
Ｌ
Ｃ

は
り
ま
市
川
Ｌ
Ｃ

姫
路
ス
タ
ー
Ｌ
Ｃ

姫
路
広
陵
Ｌ
Ｃ

姫
路
白
鳥
Ｌ
Ｃ
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加
古
川
Ｌ
Ｃ

加
古
川
清
流
Ｌ
Ｃ

加
東
Ｌ
Ｃ

三
木
東
Ｌ
Ｃ

西
脇
Ｌ
Ｃ

加
美
Ｌ
Ｃ

加
古
川
中
央
Ｌ
Ｃ

三
木
Ｌ
Ｃ

加
西
北
条
Ｌ
Ｃ

小
野
ひ
ま
わ
り
Ｌ
Ｃ

黒
田
庄
Ｌ
Ｃ

豊
岡
Ｌ
Ｃ

加
古
川
東
Ｌ
Ｃ

小
野
Ｌ
Ｃ

加
西
Ｌ
Ｃ

三
木
中
央
Ｌ
Ｃ

中
Ｌ
Ｃ

八
鹿
Ｌ
Ｃ
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出
石
Ｌ
Ｃ

村
岡
Ｌ
Ｃ

豊
岡
亀
城
Ｌ
Ｃ

山
崎
Ｌ
Ｃ

ハ
リ
マ
新
宮
Ｌ
Ｃ

た
つ
の
赤
と
ん
ぼ
Ｌ
Ｃ

温
泉
町
Ｌ
Ｃ

大
屋
Ｌ
Ｃ

龍
野
Ｌ
Ｃ

は
り
ま
一
宮
Ｌ
Ｃ

揖
保
川
Ｌ
Ｃ

宍
粟
な
で
し
こ
Ｌ
Ｃ

和
田
山
Ｌ
Ｃ

山
東
Ｌ
Ｃ

朝
来
Ｌ
Ｃ

太
子
Ｌ
Ｃ

は
り
ま
御
津
Ｌ
Ｃ

西
は
り
ま
Ｌ
Ｃ
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相
生
Ｌ
Ｃ

佐
用
Ｌ
Ｃ

上
郡
Ｌ
Ｃ

赤
穂
Ｌ
Ｃ

光
都
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｌ
Ｃ

祝
辞
・
年
次
報
告
に
続
き
、

代
議
員
決
議
報
告
が
あ
り
、

前
国
際
会
長
感
謝
状
・
国
際

会
長
ア
ワ
ー
ド
・
国
際
協
会

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
・
国
際

会
長
感
謝
状
・
ガ
バ
ナ
ー
功

労
賞
・
小
國
博
之
賞
・
西
川

義
規
賞
に
続
き
、
ガ
バ
ナ
ー

ズ
ア
ワ
ー
ド
の
贈
呈
で
す
。

前
国
際
会
長
感
謝
状

国
際
会
長
感
謝
状

西
川
義
規
賞

会
員
増
強
ア
ワ
ー
ド

国
際
協
会
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞

小
國
博
之
賞

Ｍ
Ｃ
・
Ｉ
Ｔ
ア
ワ
ー
ド

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド

国
際
会
長
ア
ワ
ー
ド

ガ
バ
ナ
ー
功
労
賞

１
０
０
周
年
レ
ガ
シ
ー
ア
ワ
ー
ド

会
員
維
持
ア
ワ
ー
ド
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Ｙ
Ｃ
Ｅ
活
動
ア
ワ
ー
ド

薬
物
乱
用
防
止
ア
ワ
ー
ド

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
エ
ス
ト

ア
ワ
ー
ド

視
力
保
護
ア
ワ
ー
ド

青
少
年
育
成
ア
ワ
ー
ド

献
血
活
動
ア
ワ
ー
ド

環
境
保
全
ア
ワ
ー
ド

出
席
率
ア
ワ
ー
ド

運
営
ア
ワ
ー
ド

カ
ル
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
賞

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ア
ワ
ー
ド

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ワ
ー
ド

５
０
０
回
皆
出
席
賞

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

育
成
修
了
証
書
授
与

ア
ラ
ー
ト
ア
ワ
ー
ド

大
会
参
加
ア
ワ
ー
ド

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞

ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
賞

受賞者は記載の他に下記６名がおられます
豊岡 LC L 井﨑　昭・L 坂本昇造
 ・L 山下　栄
豊岡亀城 LC L 伊塚幸央
揖保川 LC L 籠谷治夫・L 武本慎一郎
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姫
路
市
立
山
陽
中
学
校
吹
奏

楽
部
生
演
奏
に
続
き
、
兵

庫
県
立
太
子
高
等
学
校
ダ
ン

ス
部
の
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

御
着
獅
子
舞
保
存
会
の
先
導

で
、
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・

次
期
第
一
、
次
期
第
二
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
入
場
で
す
。

ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
地
区
ガ

バ
ナ
ー
晩
餐
会
が
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
幹
事
L
廣
田
晃
一
の

挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。


